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　①　組織の概要

１． 事業者名　 シスマック株式会社

２． 代表者 代表取締役　　岡本　猛

３． 所在地 〒391-0213

長野県茅野市豊平7047-1

TEL：0266-73-0161

FAX：0266-62-1395

E-mail   info@sys-e.co.jp

４． 環境管理担当者氏名及び連絡先

　担当者 石田　雅浩　　　TEL：0266-73-0161

５． 事業内容

　FA[部品・治工具・装置等の製造、金属部品切削・旋削加工

６． 事業の規模

　2021年度（2021年4月～2022年3月）

売上高 15,000 万円

従業員 12 人

床面積 834.5 ｍ２

７． 事業年度 ４月～３月

　②　登録の対象範囲

登録組織名：シスマック株式会社

対象範囲：全組織・全活動及び全従業員

全従業員　　組織で働く者すべて



　③　実施体制及び役割・責任・権限

　　実　施　体　制

2022年4月改訂

代表者
社長

環境管理責任者
小池

推進委員会

事務局
石田・寺田

第２工場

前島
第１工場

宮坂

生産管理
岡本（直）



　 部　署

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、

　技能、技術者の準備

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・環境経営目標・環境経営活動計画書の承認

・代表者による全体の評価と見直し・指示

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築・実施・管理

・環境経営目標設定の確認・環境経営活動計画書の承認

・環境経営活動の取組結果の代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・推進委員会の運営

推進委員会 ・以下の事項に関する審議

　　1）環境経営目標・環境経営活動計画

　　2）環境経営活動実施に伴う手順

　　3）環境経営レポート

　　4）その他環境経営活動に係る事項

・環境経営活動推進のための具体策の提案

・環境経営活動推進のための指導

・環境経営活動推進に関する事項についての代表者への提言

事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境推進委員会の事務局

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の

　自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営活動計画案の作成

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成

・環境関連法規制等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門への環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

役割・責任・権限

役割・責任・権限



　④　環境経営方針

基本理念

　シスマック株式会社は地球環境の保全が人類の最重要課題の一つで
あることを認識し、常に問題意識を持ち、事業活動において地域社会と

環境との調和を図り、環境負荷の低減に努力し、やさしく豊かな社会発展

に貢献する企業活動を推進します。

基本方針

１． 　当社に適用される環境に関する法令、規則、協定を遵守します。

２． 　生産活動において、CO2削減、排水量削減、廃棄物削減と省資源
　活動を推進します。

３． 　資源の有効活用を促進し、省資源、リサイクルに徹底して取り組み
　ます。

４． 　事業活動、製品、サービス、全ての段階を通して環境経営活動の
　継続的改善に積極的に取り組みます。

５． 　環境経営方針は全従業員に周知し、一人一人が環境に配慮した
　行動をとることに努めます。

６． 　当社の環境経営活動を環境経営レポートにて公表してまいります。

制定日2011年6月14日

　代表取締役　　岡本　猛

シスマック株式会社

環境経営方針

改定日2018年7月15日

　シスマック株式会社



（二酸化炭素排出係数：中部電力  R2年度  調整後排出係数 0.379kg-CO2/kwh)

2020年度 2021年度 2022年度

基準年度比 基準年度比 基準年度比

100% 100% 100%

103,822 kg-CO2 目標値 103,822 103,822 103,822

基準年度比 基準年度比 基準年度比

100% 100% 100%

190,833 kwh 目標値 190,833 190,833 190,833

基準年度比 基準年度比 基準年度比

100% 100% 100%

3,314 リットル 目標値 3,314 3,314 3,314

基準年度比 基準年度比 基準年度比

100% 100% 100%

226.6 kg 目標値 226.6 226.6 226.6

100% 100% 100%

1,620 kg 目標値 1,620 1,620 1,620

基準年度比 基準年度比 基準年度比

90% 90% 90%

40,022 枚 目標値 36,020 36,020 36,020

基準年度比 基準年度比 基準年度比

100% 100% 100%

129 m3 目標値 129 129 129

基準年度比 基準年度比 基準年度比

90% 85% 80%

148,600 円 目標値 133,740 126,310 118,880

2019年12月実績を基準とする

水使用量
削減

実績値 ― 目標

不良損失額
削減

実績値 ― 目標

産業廃棄物
（廃油）

排出量削減

― 目標

コピー用紙
の削減

実績値 ― 目標

化石燃料
使用量削減

実績値 ― 目標

一般廃棄物
排出量削減

実績値 ― 目標

二酸化炭素
排出量削減

実績値 ― 目標

電力
使用量削減

実績値 ― 目標

 　⑤　環境経営目標　（中期計画：2020年度～2022年度）
（年度：4月1日～3月31日）

項　目
基準年度
2019年度

単位
年　　度



基準値
（２０１９年度）

20２1年度実績 評価

103,822 100% 103,822 89,901 〇

kWh 190,833 190,833 196,834 ×

kg-CO2 91,600 91,600 74,600 〇

ℓ 2,649 2,649 3,629 ×

kg-CO2 6,151 6,151 8,426 ×

ℓ 665 665 752 ×

kg-CO2 6,072 6,072 6,875 ×

㎥ 129 100% 129 132 ×

kg 226.6 100% 226，6 ２２６，１ 〇

ｋｇ 1,620 100% 1,620 2,070 ×
産業廃棄物
排出量削減

中部電力㈱　　2020度　二酸化炭素調整後排出係数　0.379kg-CO2/kＷhを使用

ガソリン
100%

灯油
100%

水使用量削減

一般廃棄物
排出量削減

電力
100%

⑥環境経営目標の取組結果と評価

                                            ４月～3月

項目
2021年度
目標値

CO2総排出量（kg-CO2）



活動計画 取組の結果 評価

月2回のリサイクル活動

を、行った
継続していく

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

⑦環境経営活動の結果と評価、次年度の取り組み

次年度の取組

廃
棄
物
の
削
減

昼食時、帰宅時の節電（消灯）

工作機械の待機電力を削減

エアコン設定温度を適正に保つ

エコドライブ10の実施

灯油の使用量の削減

×

意識して運転している

ファンヒーターの温度設

定を徹底した

継続していく

継続していく

分別の徹底 〇

用

水
水使用量の削減

業
務
改
善

不良率の把握、再発防止の協議

身の回り、職場の整理・整頓

清掃活動（夏季草刈り、冬季ゴミ拾

い）
月、1度実施した 継続していく

不良率の把握は行ったが、再

発防止の協議ができなかった

再発防止の協議を実施する

意識して取り組んでいる 5S活動を推進していく

〇

×

〇

節水に努める

ほぼ徹底できた

待機時の工作機械の消灯がで

きていないことがあった

実施できた

継続していく

節電の意識を高め、機械の状

況に注意を払う

継続していく

×

〇

使用用途が増え、使用量

が増えた

〇

〇

〇



　⑥-１.　環境経営目標と実績の推移
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⑧ 　環境関連法規等の遵守状況の確認結果及び違反、訴訟の有無

（１） 当社に適用される環境関連法規制と現在までの遵守状況（2021年度）

当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等
とその主な内容、適用対象等は下表のとおりです。

判定

・一般廃棄物：事業系一般廃棄物（可燃ごみ） 〇

・産業廃棄物：油性及び水溶性廃油等の排出

　適正管理

　　①排出時、マニフェストの発行

　　②戻りマニフェストの種類：Ａ票との照合

  　 （加工金属屑は有価物としての扱い）

廃棄物置場表示板の設置（60cm×60cm) 〇

産業廃棄物管理票交付状況報告 〇

－特定施設－

・空気圧縮機（原動機定格出力 7.5kw 以上）

・棒材加工用自動旋盤

第一種特定製品の簡易点検（1回/3ヵ月）

 （空気圧縮機用エアードラーヤー：２台）

 （マシニングセンター用オイルチラー：４台）

 （エアコン：３台）

冷蔵庫、エアコン

　（廃棄時、リサイクル料金の支払い：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　リサイクル券収受）

消火器の点検（１回/６ヵ月） 〇

油類の流出事故時の報告 －

（２） 環境関連法規の遵守状況の確認
当社に適用される上記環境関連法規について、環境管理責任者が中心となり法規の
遵守状況についてチェックを行い、確認をしております。

産廃処理　廃油処理に関しては、産廃処理業者と2011年3月22日に契約を締結し、
同一業者による処理を継続し、現在に至っております。

尚、会社創立（平成元年）以来、現在に至るまで環境関連法規等に基づく関係当局

からの指摘・指導は一切ありません。

また、会社周辺及び取引先からの苦情や訴訟も、過去3年間起きておりません。

法規制等の名称 証拠
適用される事項

（施設、物質、事業活動）

契約書・許可証

注） 判定欄・・・〇：遵守　　×：不遵守　　（－：判断無なし）

〇

2021年度
廃棄処分なし

－家電リサイクル法

マニフェストを確認 〇
廃棄物処理法

騒音・振動設備の届出
（茅野市環境保全条例）

2021年度
新規導入なし

－

現場標識表示確認

行政への届出確認

点検済証の確認消防法

2021年度中
油類の流出事故なし

水質汚濁防止法

フロン排出抑制法
簡易点検
実施記録



2021年度は、コロナの世界的な拡大・半導体不足によるサプライチェーンの
崩壊による物不足・ウクライナ問題による政情不安・原油高による物価上昇な
ど、取り巻く環境が大きく変化しています。
　弊社の現在及び今後の影響として、
＊材料の納入遅延とコスト上昇
＊新電力会社の供給販売の撤退など契約切替と電力のコスト上昇
＊工具・消耗部品のなどの一部不足とコスト上昇
　等が主に上げられます。
　
今後、これら各課題を克服していくには、生産管理の強化と5S活動・リユース
活動等を通し　新たなエコアクション活動をしていく必要があると考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             ２０２２年５月６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　代表取締役　岡本　猛

　⑨代表者による全体評価と見直し結果及び指示


